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ひとりでかかえこまないで
いじめそうだんホットライン開設中

第55回「下水道の日」作品コンクールの
作品を募集します

　埼玉県における平成26年中の刑法犯
少年の検挙・補導された人数は減少傾
向にあるものの、検挙人員に占める中
学生の割合が10年連続して高校生を上
回り、非行の低年齢化が顕著になって
います。また、スマートフォンを始め
とする新たな機器・サービスが急速に
浸透するなど、青少年を取り巻くイン
ターネット利用環境が大きく変化する
中で、危険ドラッグなどへの有害情報
に接触する危険性の増大やＳＮＳ（ソー
シャル・ネットワーキング・サービス）
を使用して誹

ひ
謗
ぼう
中傷などを書き込む

「ネットいじめ」などについても大きな
社会問題となっています。
　内閣府では7月を「青少年の非行・被
害防止全国強調月間」と定めており、各
地域においても家庭・地域・学校・行
政などが相互に協力･連携して青少年
の非行・被害防止の徹底を図る取り組
みが集中的に実施されます。明日の行
田を担う青少年が地域社会の中で心豊
かにたくましく育つことは、市民みん
なの願いです。市民の皆さん一人ひと
りが、常に青少年の育成に関心を持ち、
地域が一体となって青少年の非行防止
と健全育成に取り組みましょう。

▶ 問い合わせ　ひとつくり支援課生涯
学習担当☎556―8319

▶ 募集作品　ポスター、書道、作文、標語、新聞
▶ 応募資格　【ポスター・書道】県内の小・中学校
に在学する児童・生徒【作文・新聞】県内の小学
校に在学する高学年（4年生～ 6年生）および県
内の中学校に在学する生徒【標語】県内在住・在
勤・在学の方
▶ そ の 他　募集要項は埼玉県ホームページをご
覧ください。
▶ 申し込み　9月16日㈬までに持参または郵送
（標語のみＥメールでも可）で提出してください。
【持参・郵送】〒338―0837 さいたま市桜区田
島7―2―23 公益財団法人埼玉県下水道公社経
営企画課作品コンクール担当【Ｅメール】master
＠saitama-swg.or.jp
▶ 問い合わせ　同公社経営企画課☎048―838―
8585

▶ 日 時　8月7日㈮
午前9時～午後4時30
分
▶場 所　消防本部他
▶ 内 容　レスキュー
訓練、放水訓練、応急
手当て訓練、県防災学
習センター（鴻巣市袋
30）での各種災害体験
など　
▶ 対 象　市内の小学
4年生から6年生
▶定 員　100人（先着順）
▶持 ち 物　昼食、飲み物
▶参 加 費　100円（保険料）
▶ 申し込み　7月22日㈬・23日㈭に直接同本部総
務課
▶問い合わせ　同本部総務課☎550―2119

　今や地球の裏側の情報だってすぐに分
かってしまう情報化社会にあって、これか
らの子供たちは世界を超え宇宙を身近に感
じ、地球を飛び出す時代がやってきます。
　そこで、地球や太陽系の誕生を探るため
に宇宙に飛び立った小惑星探査機「はやぶ
さ」を題材とした講演会を開催します。

▶日 時　9月23日㈬
　【1部】午前10時30分～ 11時30分
　【2部】午後1時～ 2時
　※1部と2部の内容は同じです。
▶場 所　古代蓮会館工作室
▶ 内 容　講師の並木道義さん（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機
構職員）から小惑星探査機「はやぶさ」によるサンプルリターンのエピ
ソードや、後継機「はやぶさ2」の挑戦など、宇宙の魅力についての話を
聞きます。
▶ 演 題　「小惑星探査機　はやぶさに学ぶ～未来を切り拓く力を～」
▶ 対 象　市内の小・中学生とその保護者※小学生は原則として保護
者同伴
▶定 員　1部、2部とも各100人※応募者多数の場合は抽選
▶入 場 料　無料
▶主 催　行田市、行田市教育委員会、行田市ＰＴＡ連合会
▶後 援　田んぼアート米づくり体験事業推進協議会
▶ 申し込み　所定の参加申込書（市ホームページからダウンロード可）に
必要事項を記入の上、8月20日㈭までに持参、郵送、ＦＡＸのいずれ
かの方法で提出してください。参加決定者には入場証を後日郵送しま
す。※付添いの方も申し込みをしないと入場できませんのでご注意く
ださい。【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸2―20 行田市教育委
員会ひとつくり支援課【ＦＡＸ】556―0770
▶問い合わせ　同課生涯学習担当☎556―8319

　市では、ごみの現状と減量化について親子で学ぶ機会とな
るよう小学生向けに３Ｒ推進講座を開催します。ぜひ、ご参
加いただき、夏休みの自由研究に活用してみてはいかがです
か。

▶日 時　7月23日㈭午後2時～ 4時
▶場 所　小針クリーンセンター 2階会議室
▶内 容　
　・3Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）について学ぼう
　・行田エコタウンってなんだ？
　・小針クリーンセンターの見学
　・粗大ごみ処理場の見学
▶対 象　小学3年生から6年生とその保護者
▶定 員　15組（30人）程度（先着順）
▶参 加 費　無料
▶ そ の 他　参加者へは３R推進員カードと粗品を贈呈します。
▶ 申し込み・問い合わせ　7月8日㈬～ 17日㈮に直接または
電話で環境課環境政策担当☎556―9530

　市では、おおむね3歳までの子どもと
保護者が自由に遊び、交流できる場とし
て「つどいの広場」を市内５カ所で開設し
ています。
　このうち、つどいの広場「ひがし」と「さ
くら」については学童保育室を利用して
おり、小学校の夏休み期間中は開設でき
ないことから、次のとおり開設場所を変
更します。事前予約や申し込みは不要で
すので、ぜひご利用ください。

一時移転するつどいの広場　
　・つどいの広場「ひがし」
【場所】東学童保育室（東小学校敷地
内）からＶＩＶＡぎょうだプレイ
ルーム（佐間3―23―6）に変更
【移転期間】7月22日㈬～ 8月31日
㈪の毎週火・水・金曜日午前9時～
午後2時

　・つどいの広場「さくら」
【場所】さくら学童保育室（桜ヶ丘小
学校敷地内）からつどいの広場みな
みかわら（南河原2608―2）に変更
【移転期間】7月21日㈫～ 8月31日
㈪の毎週火・木・土曜日午前9時～
午後2時

▶ 問い合わせ　子育て支援課子育て支援
担当（内線292）

悩みを抱える青少年や保護者・家族の方が相談できる窓口はこちら

行田市立教育研修センター 
　幼児から小・中学生とその保護者や教育関係者を対象に、日常生活
や就学をはじめとする教育上の相談をお受けします。
▶相 談 日　月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午後5時
▶ 申し込み・問い合わせ　教育研修センター下忍分室☎555―0788
（樋上195―2）

行田市福祉事務所家庭児童相談室 
　家庭や学校での子どもに関する悩み事など、どんな事でも気軽にご
相談ください。
▶ 相 談 日　月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～正午および午後
1時～ 4時
▶問い合わせ　子育て支援課家庭児童相談室（内線268）

埼玉県熊谷児童相談所 
　18歳未満の子どもについて、それぞれの問題解決に必要な指導援助
を提供します。
▶相 談 日　月～金曜日（祝日を除く）午前8時30分～午後6時15分
▶ 申し込み・問い合わせ　熊谷児童相談所☎521―4152（熊谷市箱田
5―12―1）

少年サポートセンター北分室 
　少年や保護者などからの非行・家出・いじめなど、少年問題に関す
る相談を受け付けます。
▶ 相 談 日　月～金曜日（祝日を除く）午前9時～午後4時※面接には
予約が必要です。
▶ 申し込み・問い合わせ　同センター北分室熊谷相談室☎524―
4016（熊谷市本石1―10  熊谷市立婦人児童館2階）

 「いじめを受けていてつら
い」と感じていたら、すぐに
いじめホットラインをご利
用ください。
▶ 電話番号　
　0120―2

つな ぐ
79―8

はな し
74

▶ 利用時間　
　 午前8時30分～午後6時
（土･日曜日、祝日を除く）
▶ Ｅメールアドレス　
　y

ゆ う き
uuki@city.gyoda.lg.jp

▶ 対 象　
　小・中学生およびその保護者など
▶ 問い合わせ　
　 学校教育課学校指導担当☎556―8316
　または教育研修センター☎556―6458

夏休み一日消防士体験を開催します

　未来にとびたて青少年！

はやぶさ講演会を開催します

夏休み親子で自由研究
「３Ｒでごみを減らそう」を開催します

小学校の夏休み期間中
つどいの広場

「ひがし」と「さくら」の
場所を変更します

1617

青少年の健全育成と犯罪被害の撲滅に向けて

行田では今年の田んぼ
アートの図柄に小惑星
探査機「はやぶさ２」が
描かれているよね


